
 

 

日本記者クラブ 

シリーズ「オバマ大統領広島訪問」 

 
「原爆で犠牲となった米兵捕虜」 

森重昭さん 

伊吹由歌子さん 

 
２０１６年６月２４日 

 

小学生の時に広島で被爆した森重昭さんは、広島で原爆の犠牲となった米兵捕虜 12

人の足跡を一人で調査した民間の歴史家。広島を訪問したオバマ米大統領とハグした

映像が世界中で報道された。伊吹由歌子さんは、連合軍元捕虜たちとの交流に取り組

んできた。 

森さんと米兵捕虜を追った米ドキュメンタリー映画「Paper Lanterns 灯籠流し」（バ

リー・フレシェット監督）のプレス向け初上映会にあわせて、森さんが会見し、自分

の被爆体験と捕虜の運命を調査したいきさつを語った。調査について「誰の支援も受

けずに、たった一人で全部やった。とんでもない時間がかかった」と話した。オバマ

大統領がハグしたことについては「やっとアメリカ政府が認めてくれた。これ以上う

れしいことはない」「私の気持ちを大統領が酌んでくださったに違いない」と述べた。 

伊吹さんは、来日した米兵元捕虜の写真を示しながら、元捕虜が強制労働の収容所

があった場所を再訪し地元の人と交流したことを紹介。「現地の人が捕虜の自分たち

を覚えていてくれたことをみると、皆さん心が癒される」と述べた。 

 

 

 

司会：川戸惠子 日本記者クラブ企画委員（ＴＢＳテレビ） 

YouTube 日本記者クラブチャンネル 

 
※巻末に伊吹さんがスピーチ用に用意したレジュメと「「Paper Lanterns 灯籠流し」フレシェット監督のメ
ッセージ（日・英）、映画関係者紹介を添付しています 

 

○C 公益社団法人 日本記者クラブ
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司会（川戸惠子 日本記者クラブ企画委員＝

ＴＢＳテレビ） 皆様、大変お待たせいたしま

した。早いものでオバマ大統領のあの電撃的な、

大変印象に残りました広島訪問から間もなく

1カ月がたとうとしております。スピーチだと

か、折り鶴だとか、いろいろ印象に残るシーン

があるんですけれども、その中で私たちの最も

記憶に残る出会いをされたと思います、そのお

一人、それからもうお一方、きょうはお招きし

ております。 

まず、歴史研究家の森重昭さん。そして森さ

んについてのドキュメンタリー映画「Paper 

Lanterns 灯篭流し」の制作に携わられました

伊吹由歌子さんをきょうはゲストにお迎えし

ております。 

本日は 2部構成で行います。第 1部は森さん

と伊吹さんからお話を伺うことになっており

ます。それから第 2部は、この「Paper Lanterns 

灯篭流し」をごらんいただきたいと思います。 

まずお二人を簡単にご紹介させていただき

ます。 

森さんは、1937 年に広島市にお生まれにな

りました。国民学校 3年生のときに爆心地から

2.5 ㎞で被爆されました。大学を卒業後、一般

企業にお勤めになる傍ら、1970 年ごろから原

爆死の調査を個人的に始められました。そして、

その 40 年以上にわたる調査の中で、原爆犠牲

者の中に米兵捕虜が 12 人もいた事実を突きと

められました。名前を手がかりに遺族を探し当

てられまして、全員の遺影を入手されたそうで

す。『原爆で死んだ米兵秘史』（潮書房光人社、

初版 2008 年）という本を書かれました。会場

受付に置いてあります。これは、オバマ大統領

とのハグのシーン、覚えていらっしゃると思い

ますけれども、それもつけ加えまして改訂版と

して新たに出版されたものです。もしよろしけ

れば帰りにお買い求めくださいませ。 

そして、もうお一方です。森さんと米兵捕虜

の遺族の方々との交流を描いたドキュメンタ

リー映画「Paper Lanterns」の制作に携わった

伊吹由歌子さんです。 

伊吹さんは高校教師を経て、2004 年ころか

ら本格的に米兵捕虜の問題に取り組む活動を

始められました。現在、アメリカのカリフォル

ニアに拠点を置く団体、「捕虜 日米の対話」

の東京代表を務められております。よろしくお

願いいたします。 

早速、森さんのお話から伺いたいと思います。

森さん、よろしくお願いいたします。 

 

誰の支援も受けずに、たった 1人で、全

部やった 

 

森重昭さん 森重昭です。本日はこういう高

い席で皆様にお話をする機会をもらって大変

喜んでおります。 

何しろ、あまりにも長かった。米兵の遺族を

探すのがどんなに大変なのか。全米 50 州、イ

ギリス中、オランダ中、探しに探して、全部で

16 人の名前を登録しました。広島はアメリカ

兵、長崎がイギリス兵とオランダ兵。誰一人と

して名前も家も（原爆死没者名簿に）登録して

いなかったんですけれども、よく調べましたら、

広島のほうは（全部で 12 人いたが）、1 人は

地元の新聞社さんが登録をしてくださってお

りましたし、（米兵捕虜の）おいも 1人登録し

ておりましたから、（私が登録したのは）全部

で広島は 10 名です。 

それから、長崎のほうはイギリス人 1人、オ

ランダ人 3人。オランダ中を探し回って、つい

に登録することに成功しました。 

そのことについて、まずお話ししておきたい

ことがあります。というのは、なぜこんなこと

を、――こんなことというのは、アメリカ中と

か、イギリス中とか、オランダ中とか、簡単に

言いますけれども、誰の支援も受けずに、たっ

た 1人で、しかも外国に行かないで全部やった

んです。そのかわり、とんでもない時間がかか

りました。 

原爆で死んだ米兵が乗っていた飛行機（B24

爆撃機）はロンサムレディー（Lonesome Lady）

号といいます。「孤独な貴婦人」という意味で

すよね。まさに私も太平洋で 1人で釣りをして

いるような、そんな感じでずっとやりました。 
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そして 3年半ぐらいたって、やっと 1人みつ

かるということでやってきましたけれども、そ

れからが実に大変。プライバシーがありますか

らね。簡単に、あなたのお子さんとか、あるい

はご主人が原爆で亡くなっているから名前を

登録したい、ぜひ協力してくれということを遺

族に手紙を出しても、なかなか「うん」とは言

ってくれませんよ。この人、何でこんなことす

るんだろうと。まずそこから始まって、とにか

く平均して 7通ぐらい。随分時間もかかりまし

たし、内容が内容ですから。 

 

やっと返事が来た。もう涙が出ます。僕

は、ポストに向かって頭を下げましたよ。 

 

最初は、僕の友人でアメリカに在住の博士に

お願いして、きちんとした英語で出しました。

それでもうまくいかない。僕は、いつも言われ

るんですけれども、俳句のような英語。これは

何かといいますと、一番大事なことが真ん中に

ちゃんと入っている。それから、その周りに並

んでいるけれども、どうやらこういうことを言

っているんじゃないかと、その程度ですよ。で

すけど、これを繰り返し、繰り返しやりまして、

やっと返事が来た。もう涙が出ます。僕は、ポ

ストに向かって頭を下げましたよ。それぐらい

大変でした。 

そんなことをしていてもなかなからちが明

かんから、ついにアメリカの大統領を動かそう

と。これ、本当の話ですよ。クリントン大統領

でした。クリントンさんに、「プレジデント・

ウィリアム・クリントン」。住所がわからない。

アメリカ大使館に電話しました。住所を教えて

ほしい。大使館いわく、全く必要ありません。

アメリカにはプレジデントは 1 人しかいない。

だから「プレジデント・ウィリアム・クリント

ン、ＵＳＡ」、これで行きますと言われまして

ね。これ、本当かなと思って、出しました。 

ちゃんと届いたんですよ。アメリカの公文書

で返事がありまして、もう本当に手が震えまし

たね。それで、大統領があまりにも忙しいので、

大統領ご自身が返事を書きたいけど、それがで

きないから、自分がかわりに返事をしますとい

って、肩書は准将。偉い人でしたよ。そして 3

週間待てと言われて、3 週間待ったら、1 人の

人（米兵捕虜の身元）を紹介してくれました。

その人は、お母さんとお姉さんとが遺族として

いるということでしたけどね。 

そういうふうな、一人一人の大変なことをや

って、これでうまくいかなかったら笑い者にな

ると思いましたし、それから私があれだけ一生

懸命やったのは意味があるんですよ。なぜか。 

広島には――長崎もあるんですけれども―

―「広島原爆戦災誌」（広島市発行、全５巻）

という公なヒストリーがありまして、昭和 20

年に原爆が落ちてから20年たった昭和40年に

第 1部から完成していきます。その「原爆戦災

誌」をマスコミは皆みる。裏をとるために、こ

の「原爆戦災誌」を使ったんです。 

ところが、私も一生懸命調べに調べておりま

すので、間違いがわかる。随分間違いがあるじ

ゃないですか。それを新聞社もテレビ局も通信

社も、皆使っているけれども、皆間違っている

じゃないか、そういうふうに指摘を、広島市役

所に行って担当に言いました。そしたら、担当

いわく、実はあなたばかりじゃないんだ、いろ

んな人から間違っているというふうに指摘を

受けている、だから全面改訂をする、こう言い

ましたよ。それだけならともかく、私は全部事

実を、こことここがこのように違うと全部指摘

した手前、ぜひあなたに改訂版をつくる協力を

してほしい、そう言われましたので、私も喜び

まして、今度は自分が書くほう──実際にそれ

は書かせてもらえるかどうかは別として、資料

を提供しようと。長崎のほうもやっていました

よ。あっちも間違いがいっぱいあったらしい。 

その結果、広島市はお金がないので（改訂版

の発行を）やめたんです。長崎のほうは、何と

かしてこれを成功させたいというので、きちん

とした立派な「長崎原爆戦災誌」ができたじゃ

ないですか。広島は結局、7,000 部も刷った「広

島原爆戦災誌」、全部で 4,000 ページあります。

これを、僕があまり間違い、間違いと言うもの

だから、ついに公開しないで、どこか倉庫にあ

るのか、あるいは破棄したのか知りませんけれ
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ども、世の中には出ておりません。 

そういうようなことがありまして、私がやっ

ていることは単なる被爆調査ではないのだと

いうことが広島市もわかってくれまして、それ

で今日に至っているということでした。 

 

すさまじいものですよ、原爆というのは。

それを簡単な表現で書かれてたまるか。 

 

私がそういうことをする前に被爆調査とい

うのをなぜやり出したかというようなことを、

ちょっと一言皆さんに申しあげておきます。 

昭和 20 年の 8月 6日、皆さんは「ピカドン」

という言葉をお聞きになったことがあると思

うけれども、ピカドンというあの原子爆弾は、

あんな簡単なものじゃないですよ。いいですか。

僕は爆心地から 2.5 ㎞のところで吹っ飛ばさ

れましたけれども、地球が壊れるんじゃないか

と思いましたよ。 

それから後ほど広島原爆の 1,000 倍もの水

爆の実験が行われて、爆心地から 160 ㎞のとこ

ろで被爆した人が、久保山愛吉さんが亡くなっ

ていますが、爆心地から 160 ㎞も離れたところ

で被爆して、放射能で死ぬようなこと。あれは

よっぽど大変な爆弾だと。僕は子どもでしたけ

れども、地球の地軸が動いて、空中に浮いてい

る地球がばらばらになるんじゃないかと本気

で思いましたよ。それぐらいすさまじいもの。 

原爆というのは、きのこ雲が発生しているの

を皆さんテレビや映画でみられたかもしれな

い。あの中は真っ暗なんですよ。僕は 2.5 ㎞の

ところで吹っ飛ばされて、そこが浅い川で、水

草が繁るところだったから、幸い死ぬこともな

く、またやけどにも遭わないで生き延びました

けれども、あまりにも強烈な爆発力が原爆はあ

りますので、そこに向かって、中心部が全部真

空になるんですよ、瞬間。そうしたら、その真

空になったところへ周りのものが全部吸い込

まれて、それで天井に上がっていって、1万ｍ

とか1万5,000ｍとかいろいろ書いてあります

けれども、あのきのこ雲がもくもくもくもく上

がっていく。皆さんご存じかもしれないけれど

も、そこの真空のところにいろんなものが全部

吸い込まれたんですよ。だから、人間が空中に

飛び上がった、吸い上げられたと、いろんな原

爆体験記に書いてありますよ。そんなことない

と、皆さん読んだ人は思ったらしいけれども、

とんでもない、すさまじいものですよ、原爆と

いうのは。それを簡単な表現で書かれてたまる

かと僕は思いました。 

それで、とにかく僕は逃げに逃げましたよ。

人が倒れているところを踏みながら、泣きなが

ら逃げました。そしたら防空壕の中に引っ張り

込まれた。 

防空壕の中というのは、いまのシェルターと

は違いますよ。第一、水がない。食糧はない。

ましてや着るものなんか一切ない。 

私は黒い雨に打たれました。黒い雨というの

は、普通、雨というのは痛いということはまず

ないでしょう。痛かった。そして自分が着てい

るものが油でべとべとになっておりましたの

で、脱いで捨てましたよ。 

寒い。8月 6日に寒かった。僕ばかりじゃな

い、みんなそうだった。寒い寒いと言っていた。

僕は半裸ですから、どうしたか。新聞を拾いま

して、新聞を体に巻きつけて、そこをひものよ

うなもので結わえつけ、それで過ごしたんです

よ。そして、学校（己斐国民学校）でむすびが

配給されているよというようなことがありま

したので、そこに行きました。 

そうすると、そこでみたものは、むすびでは

なくて、死体の山。それもちょっとやそっとの

数じゃないんですよ。僕のみたのは、少なくと

も数百人。山のように、まず死体がありました。

山のように積んでありました。積んでありまし

て、そこにたくさんの人が来ていました。何の

ために。口を思い切り開きましてね。だって、

普通の死体じゃないんですよ、原爆の死んだ人

は。真っ黒。そして体が膨れ上がっている。人

相が全く変わっております。だから、家族が自

分の肉親を何とかしてみつけようと皆来てい

ましたけれども、手がかりがない。どうしたか。

口の中をみんなあけていましたよ。金歯で自分

の肉親を確かめようと、それで一生懸命になっ
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ていましたよ。 

結局、私は何ももらえない。水も飲めない。

3日間完全に水も食糧も食べなかったら、気が

狂いそうになりました。気が狂いそうなっても、

何とか生きてやらなきゃいけんから、その後は、

一番たくさんいたのがヘビですけれども、ヘビ

を片っ端から殺して焼いて食べました。ネズミ

も食べました。ネズミというのは実にうまかっ

た。本当にうまかった。焼き鳥みたいな味がし

て、とてもうまかった。ヘビは全くまずい。で

もね、生きなきゃいけないから、必死になって

食べられるものはみんな食べましたよ。 

だって、原爆が落ちるまでは配給があったん

ですよ。米が 2合 3勺から 2合 1勺になっただ

けでもものすごく腹が減ったけれども、とにか

く量は少なくなったけれども配給がありまし

た。ところが、原爆が落ちた後は、配給は全部

ストップ。当然のことながら。何にもないんで

すよ。 

もう、それこそ大変でしたけれども、そこに

もっと大変なことが起こった。僕が住んでいた

ところは、さっき言いましたように爆心地から

2.5 ㎞ですけれども、爆心地からみんな逃げて

きまして、次々と死んでいった。その数たるや

膨大なものですよ。 

 

桜が翌年、みたこともないほど美しかっ

た。語りぐさになるぐらい美しかった。 

 

己斐（こい）国民学校は、いまの小学校です

けれども、800 人焼いたと、校長が「広島原爆

戦災誌」の第 1巻に書いています。僕はそれを

みまして、書かれたのは 20 年後ですよ、そん

なに少ないことがあるかと僕は思いましたね。

だって僕の目の前で展開したのは、その 2倍か

ら 3倍、間違いなくありました。数えたわけで

はないけれども、800 ぐらいの数ではなかった。 

そこにいた軍人が、数えた人がいるぞと僕に

教えてくれましてね。それでその人をついにみ

つけましたけれども、青森におりました。13

年かかった。それで電話で、そのときはもう父

は死んだと息子さんが出てきたものですから、

あなたのお父さんは、広島で原爆で死んだ人を

何名いたか全部数えた人なんだけれども、その

記録がたしかあるはずだからみせてほしいと

言いましたら、探してくれましてね。3年かか

った、これは。 

3 年かかってやっと、あなたのおっしゃるの

はこれに違いない言うて。それを送ってもらっ

て、みたら 2,300 でした。国民学校の校庭で。

学校といったら勉強するところですよ。死体を

焼くところじゃないですよ。だけど、校庭とい

う校庭を全部掘って、遺体を頭と足を交互に入

れて、そこで焼いたんですよ。で、死体という

のは、「ずるむけ」言ったらわかりますか。と

にかく、まともに遺体を持てないんですよ、ず

るずるして。だから、校長がすぐ軍隊を呼んで

ほしいと。軍隊が来ました。75 人。そして大

きな家を借りまして、朝から晩まで風呂を沸か

しました。風呂を沸かしたというのは、臭くて

たまらないから、かわりばんこに風呂に入って、

それから大きなたるに酒をなみなみと用意し

て、酒を 1杯飲んで、上半身裸で、そして学校

の中にある遺体を次々と校庭に持ってきて、そ

して焼いたんですよ。75 人の人が必死でやる

から随分はかどりましたけれども、8 月 15 日

になったらパタッとそれが終わりましたけど

ね。 

そして、そのときに入れられた校庭の周りに

は桜の木がたくさんありまして、その桜が翌年、

みたこともないほど美しかった。語りぐさにな

るぐらい美しかった。「よっぽど人間の肥やし

いうのは桜にとってはよかったんだな」という

のは、後から、遺体をその中に入れた警防団の

人の話でした。 

それで私は、11 月ごろだったと思うんです

よ、とにかく「着たきりすずめ」ですよ。それ

は寒かったと思ったから、多分 11 月ごろだっ

たと思います。私の目の前で大人同士の警防団

が言っていましたよ。たくさん遺体を焼いたと。

どのぐらい焼いたんだろうかと 1 人が言いま

した。もう 1人が答えました。2万人。この数

字はいまでもはっきり覚えていますよ。71 年

前のことだけど。2万人焼いたというんですよ。

ですけど、私は学校で焼いたとばかり思ったか
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ら、そんな多くはないぞと思いまして、そして

それを子ども心に覚えていたんですけれども、

やがて自分が年を重ねて、――小学生が被爆調

査をやったといっても多分相手にされなかっ

たと思うけれども――忘れもしません。38 歳

になった。そして確かめてやろうと。2万人が

死んだかどうか。私に言ったんじゃない、警防

団同士が本当に焼いた人同士が話をしたこと

ですからね。間違いないんじゃないかという気

も、ちょっとしました。それからですよ、始ま

ったのは。 

司会 お調べになって、そのときのご苦労と

か、その後の今回のいきさつとか、時間がだん

だんなくなってきたものですから少しお早め

にお話しいただけますか。 

 

たった 1人の被爆調査がついに国を動か

したんですよ。国というのはアメリカで

す。 

 

森さん じゃあ簡単にそこのところを言い

ます。 

2 万人焼いたというのはね、正しかったんで

すよ。あるところでは、ちゃんと「原爆戦災誌」

にも書いてあるからみてほしいんだけどね、

5,000 人焼いた、300 人焼いた、200 人焼いた、

全部場所が違うんですよ。その目撃者を全部探

し当てて、それを計算していったら 2万人近く

なった。これは本当だと。一軒一軒学校の周り

を歩いたんですよ。ただし、1 日に 1 人だけ。

随分中身の濃い話をする人もいるから、全部、

たくさんの人を聞かなくてよかった。 

そういうことで、まず、たった 1人の被爆調

査がついに国を動かしたんですよ。国というの

はアメリカですけどね。「あなたがやったこと

は国を動かした」と言ってきましたものね。う

れしかったよ。やっぱり正しいと思ってやった

ことですから、「原爆戦災誌」も書きかえても

らえなかったけれども、ついにそれが正しいと

いうことを認めていただいたし。 

それで、ここのところはもっと詳しく話をし

たいけれども、時間がなさそうだから、もうそ

こで切りかえて、一言だけ言っておく。 

私の住んでいるところは、毛利元就の直轄領

だったんです。毛利元就の直轄領で、厳島神社

──厳島という字の由来から本当は話をした

いけれども、まあそれはやめますけれども。厳

島神社が毎年台風で壊れてしまう。壊れてしま

うので、それを修繕しなければいけない。その

お金が、私が住んでいるところの年貢から賄わ

れていた。それが「東寺百合文書」（とうじひ

ゃくごうもんじょ）といって、京都の東寺に全

部あるんですよ、いまも。ところが、崩し字と

いうのはなかなか読めない。だから、そういう

研究もやりながら、ずっとやった。 

だけど、ついにこれが国宝になりましてね。

皆さん、国宝になったら、簡単にコピーしたり

いろいろしたかったけど、できなくなって、そ

のころになって米兵のことをもう少し詳しく

やろうと思いついて、チェンジして、そこから

始まったというところでございまして、このあ

たりの話は本当は次々と出るんですけど、きょ

うはこのくらいで。 

司会 もうあと 5～6 分しかないものですか

ら、済みません。その後のご苦労大変だったと

思いますけれども、そんなお話をしていただけ

れば。 

森さん 大変なのは初めから承知していま

した。自分がやっていることは、アメリカのほ

うにそれを連絡して、カートライト博士（ロン

サムレディー号機長のトーマス・カートライト

中尉）──この人は大変優秀な人だったんです

よ。僕がきょうここへ持ってきたのは意味があ

るんですよ。 

この人は、生き残ってアメリカへ帰った。い

いですか。部下は全部死んだ。とても気にされ

ましてね、死ぬまで気にされた。だから、自分

が生きてアメリカへ帰ったら、最大限、人の役

に立つ人間になるぞ、こういうふうに決意され

まして、アメリカに帰って大学を出て、大学院

を出て、博士になって、米国でも有数な農学者

になられました。大変立派な人でして、私はこ

の立派な人に、手紙だけでも 100 通を超えた。

それで 2人の共同制作じゃないけれども、私が
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資料を担当したような形になりましたけれど

も、本も書かれました。『爆撃機ロンサムレデ

ィー号 被爆死したアメリカ兵』という本は私

が翻訳しＮＨＫ出版から出しましたので、そこ

をみてもらってもいいんだけれども。 

とにかく、私がなぜあんなに一生懸命やった

かというのは、さっきちょっと言った、「原爆

戦災誌」を書きかえるということも一つあるけ

れども、こういうすばらしい人間と交流をずっ

と続けることができた。 

 

やっとアメリカ政府が認めてくれたんで

すから、これ以上のうれしいことはない。 

 

そして、もう一つ言いますよ。オバマ大統領

も随分勉強されたらしいですね。そして、家で

常に、金持ちになる必要はない、立派な人間に

なれ、立派な人間になるためにはすごい努力を

しなければいけないんだ、そう言われていたん

ですよ。僕は彼の書いた『マイ・ドリーム』と

いう本を読みましたよ。こういうふうな立派な

人は――僕はトルーマン大統領のお孫さんと

も随分、最近といっても 3～4 年前ですけれど

も、極秘に私はトルーマン大統領のお孫さんと

会っているんです。そのときに、彼のトルーマ

ン回顧録を、900 ページありますけれども、こ

れを一生懸命読みまして、そして彼といろんな

話ができましたので、やっぱり大統領というの

は大変な仕事だということを知りまして、そし

て彼らのいいところを……。 

私がなぜこんなに長くこういうことが続け

られたかというと、ほかの人に尊敬の念を抱い

ていた。アメリカ人は私を信頼してくれた。だ

から長く続いたんですよ。あれが人の悪口ばか

り言っていたら、僕は決してうまくいかなかっ

たと思う。 

だから、僕は一銭のお金ももうかることはな

かったけれども、すばらしい人生を送った人た

ちと交流することができて、そして今日まで来

て、やっとアメリカ政府が認めてくれたんです

から、これ以上のうれしいことはない。それぐ

らいでしょうか。 

司会 わかりました。後で、その間のご苦労

のことをドキュメンタリー映画に今度つくら

れたということで、ぜひ皆さんにもみていただ

きます。伊吹由歌子さん、お話をよろしくお願

いいたします。 

伊吹由歌子さん きょうは私、10 分いただ

きまして、実はここにレジュメを皆様にお配り

いただいたと思うんですが、一つはこちらです。

その「Paper Lanterns」のチームの写真がここ

にございます。 

そして、このレジュメの裏には全く違うこと

があるんですね。これが私、きょうはお許しを

得まして、紹介したい人たち、別のグループで

ございます。このレジュメは皆様に読んでいた

だくとして、その人たちを写真でご紹介させて

いただきたいと思います。 

オバマさんがみえる少し前ですが、アメリカ

捕虜が 1 人、5 月 27 日に広島へ招待された、

そういう記事をお読みになった方あるでしょ

うか。そういう事実がございました。 

私は、引退した英語教員でございまして、そ

の捕虜の人たちとのつながりができたんです。

特にアメリカ兵捕虜、これはほかの国の捕虜と

もまた違う、この方たちを中心に 2000 年から

皆さんのお話を聞き、そして私のいとこ 2人も

太平洋戦争に送られて若い命を散らしました

から、日本軍についての学びをさせていただい

たと思っているわけです。 

毎年その捕虜たちの総会に（米国へ）参りま

す。ことしも 5 月 18 日からございまして、行

きました。21 日に彼らは記者会見をいたしま

した。こんなことはふだんはないんですが、こ

としはオバマさんが広島に行くということで

記者会見をいたしました。ちなみに日本のメデ

ィアは多数、ドイツからも１社いました。しか

し、米メディアはゼロでした。「これが私たち

の現状です」と会長が指摘しました。 

その日に会長のところに、捕虜の中で１人、

広島へ行ける人がいるかというメールがホワ

イトハウスから入りまして、ダン・クローリー

さんという人が行くことになったけれども、翌

日キャンセルになった。そういう記事が日本で



8 
 

も紹介されました。 

この捕虜たち、これは広島で犠牲になった飛

行士捕虜とは違うんですね。陸軍、海軍の捕虜

として、――例えば泰緬鉄道というのは捕虜が

つくった鉄道としてご存じのとおりです。6万

人の捕虜が、そして大変な数のアジア人労務者

がつくって、そして捕虜たち 1万 2,000 人ほど

が命を落した。 

 

第二次大戦中の日本軍による連合軍

捕虜の人権侵害を認識している人のパ

ーセンテージが多ければ多いほど、日本

の社会も変わるのではないか。 

 

労働力不足のために3万5,000人が日本に輸

送され、上陸しました。その途中の船旅で撃沈

されて亡くなった人も、1万とも 2万とも言わ

れております。この 3 万 5,000 人は、中国人、

それから朝鮮人の強制労働者たちと同じ現場

で、つまり炭鉱とか、波止場とか、ドックです

ね、そういうところで働いた。強制労働をした

んです。そして 3,500 人、1割は捕虜として日

本で死にました。 

こういう事実、これだけでも、軍需産業のた

めに捕虜を使ってはならない、これはジュネー

ブ条約で規定してある。だから、国際法違反な

んですけれども、そのほかに、第二次大戦の日

本はジュネーブ条約に調印はしたが、陸海軍の

反対で批准できなかった。「生きて虜囚の辱め

を受けず」と自国兵士に叩き込んだその精神で

行われた捕虜の扱い。やはり完全な人権侵害で

あった。これは非常に大きなことだと思うんで

すね。それが日本でこれほど知られていないと

いうのは、私は、とてもこれは放っておいては

いけないことだというふうに思います。この人

権侵害を認識している人のパーセンテージが

多ければ多いほど、日本の社会も変わるのでは

ないか、そう思う次第です。 

ＰＯＷ研究会という会がございまして、私も

よくお世話になっています。その方たちもきょ

う何人か来てくださっていますが、本当にわず

かな人しか知らないのではないかと思って、特

にジャーナリストの皆さんのご関心をお願い

したいと思います。 

では、写真（10～12 ページ）お願いします。 

【写真①】これが 5 月 21 日、記者会見の様

子です。このマイクを持っているのがダン・ク

ローリーさん。彼が広島に行くことになりまし

た。 

【写真②】ここにいるのは 7人ですが、本来

11 人登録して来るはずだったんですね。その

うち 2人は来れなくて、1人はこの記者会見の

直前に入院してしまいました。 

【写真③】これはオバマ大統領に手紙を書こ

うという決議が前日の総会でなされまして、そ

のでき上がった手紙を役員が読み上げている

ところです。 

【写真④】これは飛行士の方です。外務省の

米捕虜招聘が 2010 年から始まりまして、去年

は 70周年ということで 2回ありまして、12 月

には飛行士ばかり 5人みえました。そのときに

私が同行させていただいた方が来てくださっ

たんですが、彼はこの記者会見には出ずにお帰

りになりました。飛行士たちは自分たちの会を

持っており、リユニオンも自分たちのみ、別個

の団体になっております。 

【写真⑤】これは 2008 年にさかのぼります。

この米捕虜の組織を「バターン・コレヒドール

防衛米兵の会」と申します。それの最後の会長

だったレスター・テニー。左から 2 番目です。

この人が会から派遣されまして、事実の認識、

そして謝罪を政府の方たちに訴えました。ただ、

補償は求めない。ただし、歴史教育のための基

金を政府と各会社が少しずつ出し合ってつく

ってほしい、そういう訴えをいたしました。 

そのときに一般日本人との交流会というの

もありまして、これはその一つです。京都で行

われたんですが、左側、これは第 14 方面軍の

報道部将校でいらした人見潤介さん。いま 93

歳。いまなおこういう活動をしておいでです。

そしてテニーさんのお隣がベティ夫人。そのお

隣はシベリア元抑留者・池田幸一さんとその奥

様です。 

このテニーさんの意見が朝日新聞の「私の視
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点」というのに出まして、それをみた池田さん

が大変感動して、賛同の手紙を送った。それ以

来 2人は大変な親友。 

シベリアというのは、戦後の捕虜の強制労働

です。そして、彼らは日本政府を相手に戦って

きたわけです。特別措置法をつくってほしい。

2009 年にできたんですが、現実にはほとんど

進んでいないという状態。で、まだ戦っていら

っしゃるんですが、アメリカ捕虜も同じく自分

の国の政府を相手に戦っている。それが非常に

よく似ている。「捕虜 日米の対話」ではシベ

リア抑留もとりあげます。 

「捕虜体験を口外しない。1945 年 9 月 5 日

マニラ」。レスター・テニーはじめ、この書類

に署名させられた米捕虜は多い。英・蘭の元捕

虜は個別に日本で政府・企業相手に訴訟を起こ

しました。2004 年までに敗訴したが事実認定

はされ、各国は自国捕虜に一時金を支給してい

ます。しかし、米捕虜は 2003 年 10 月、米政府

によりサンフランシスコ講和条約をたてに個

人の訴訟権を否定され、一時金もないままです。 

次、お願いします。 

【写真⑥】2010 年、レジュメにありますが、

1995 年、戦後 50周年から日本政府はイギリス

とかオランダを中心に、日本へ元捕虜、それか

ら民間人抑留者をお招きするという事業を始

めました。それにおくれること 15年、2010 年

から米捕虜の日本招聘も始まったんです。 

これがその第 1回目。このときは、元会長が

3 人、そしてあと 3 人。だから 6 人の捕虜と、

それから、この捕虜の会は 2009 年に高齢化で

解散しまして、そして子どもの世代が受け継い

だんです。その会長と、もう一人の役員が来ま

した。一番左、これはエドワード・ジャックフ

ァートさん。彼は日本憲法を大変高く評価して

いる方です。私が手伝っている「捕虜 日米の

対話」の 2013 年のところには彼が、日本憲法

について話したスピーチが載っていますので、

またごらんください。 

では次、お願いします。 

【写真⑦】これは保土ヶ谷にございます英連

邦墓地です。ここには英連邦の捕虜として、6

カ国ございますけれども、日本で死んだ約

1,700 人が葬られています。このイギリス地区

の後ろにある納骨堂なんですけれども、ここに

はアメリカ人の捕虜の遺灰が一つの箱に一緒

におさめられて、そして壁には 48 人のお名前

が書いてございます。ですから、彼らは日本に

招聘されると、必ずここから始めます。 

【写真⑧】それからアメリカ大使館にも参り

ます。テニーさんが 2008 年まで来ていたころ

は、いくらお願いしても全く米大使とは面会も

何もできなかったわけです。その他、外相の表

敬、外務省レセプションなどが東京で行われま

す。 

これは 2014 年なんですが、これはちょっと

特別な年になりました。というのは、この一番

左に座っていらっしゃるジャック・シュワーツ

さん、当時 99 歳。ことしも 101 歳近くてお元

気です。でも、捕虜大会にはみえなかったんで

すが。彼が招聘された米捕虜として初めて広島

へ行って、そしてしっかりと全てをみられまし

た。 

【写真⑨】それからもう一つ、彼らが行くの

が京都にある霊山観音。ここには捕虜として亡

くなった連合軍兵士、その一人一人の氏名、階

級、そして死因、そして亡くなった場所を記し

た資料が、これは 1946 年、日本から国連に提

出されたものなんですが、その正確な写しが、

カード、それからファイルとして保管されてい

まして、誰でもみることができます。皆さんこ

こに来て、自分の亡くなった友達を探すわけで

す。 

この一番左に立っているのがダン・クローリ

ーさんです。 

【写真⑩】これはドン・ヴァーソーさんとい

う方ですが、自分の友達のカードをみつけたと

ころです。 

（12ページへつづく） 
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（９ページから） 

現地の人が自分を覚えていてくれた。捕

虜たちを覚えていてくれたということ

を知ると、皆さん非常に心が癒やされる。 

 

東京で始まり、そして京都で合流するまでの

間に、皆さんは一泊旅行をします。大抵は自分

が強制労働した収容所のあったところなどに

行かれます。 

【写真⑪】これはロバート・ヒーアさん。函

館にいらしたんですね。函館の地元の歴史家、

浅利政俊さんに大変感謝しているところです。 

そこで、現地の人が自分を覚えていてくれた。

捕虜たちを覚えていてくれたということを知

ると、皆さん非常に心が癒やされるんです。日

本政府にもアメリカ政府にも、自分たちの存在

と歴史を無視されてきた。そういう中で、自分

の人生の歴史がここの人たちには覚えていて

もらっている、ということで非常に人間性への

信頼回復、そういうものができて、皆さん大変

明るくなられます。 

【写真⑫】これもそのお一人、ジョン・ミム

ズさん。彼は山口県にあります大嶺という石炭

鉱山、これは無煙炭で大変戦争の時代には役に

立った。そこで強制労働をした人ですが、ここ

では地元の方たちが、その捕虜たちがここにい

たという戦時の事実を覚えて、そして平和のた

めに、平和を守ろうと、そういう気持ちから、

これは宇部興産なんですけれども、会社にお願

いして、20 年契約で土地を借りて、日本語と

英語と両方の碑文でその事実を記していらっ

しゃるんです。何人もここに来まして、今まで

黒白であった父の思い出が、非常に色の鮮やか

な緑と美しい花々とカラフルなものになった、

というふうに言って、いま、次世代として論文

を書いているイギリス人もいます。 

司会 済みません、伊吹さん、ちょっと時間

が足りなくなってしまいましたので、この

「Paper Lanterns」とのかかわり、森さんとの

かかわりをちょっと一言。 

伊吹さん ここ（レジュメ）に書いてあるん

ですが、私と森さんとのかかわりは、やはり捕
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虜を通じてです。特に 2005 年にはイギリス、

オックスフォード市のチェイニーという普通

の公立学校の生徒たちが二十何人やってまい

りました。これは第二次大戦をテーマとしたエ

ッセーコンテストに彼らが優勝したんです。 

それで、政府の、これは宝くじのお金でイギ

リスがやっていることなんですけれども。です

から、泰緬鉄道とか、タイを見学して、そして

日本に来た。そして天龍の収容所、そこではホ

ストファミリーにホームステイして、それから

広島では森さんのお話を聞いて、そしてカート

ライト博士もそのときにメッセージを下さっ

た。そういうお手伝いをさせていただいたり、

そういうことでつながっていました。だから、

バリーさん（Paper Lanterns のバリー・フレ

シェット監督）が森さんを訪ねたときに、すぐ

に森さんからメールをいただいて、そしてバリ

ーさんとの連絡係のようなことをさせていた

だいてきました。 

写真の説明を簡単に追加します。 

【写真⑬】坑口にて、波左間正己住職と山本

史雄氏にはさまれたミムズさん 

【写真⑭】シベリア元抑留者、渡辺時雄氏と

懇談するジャックファートさん（正面左）、ア

レグザンダーさん（左）。「捕虜 日米の対話」

エッセイ「バターンで日本兵に拾われた米兵の

アルバム」参照。 

【写真⑮】2015 年 12 月９日、東京空襲戦災

資料センターにて。証言者、二瓶治代さんと、

３月９日空爆に参加、３月 28 日、福岡で撃墜

され捕虜となったフィスク・ハンリーさん。同

センターのサイトにリンクされた「ミューズ」

2016 年２月号参照。 

 

≪質疑応答≫ 

 

司会 わかりました。ありがとうございまし

た。もっとお話を伺いたいんですが、この後、

上映会があるものですから、申しわけございま

せん。それでは、これから質疑応答に移りたい

と思います。 

森さんの言い足りないこと、たくさんあると

思うんですけれども、先ほど、なぜ米兵の捕虜

の話を一生懸命やろうかというお話をなさい

ました。日本人の中にはわだかまりがあります

よね、原爆を落したアメリカに対して。その中

で、こういう米兵の亡くなられた方の調査をし

ようというのはいろんな葛藤もあったと思う

し、それから、また逆にプレッシャーもあった

かと思うんですけれども、どうでしたか。 

 

先生と生徒全員亡くなっておりまして、

なぜか 1人だけアメリカ人の捕虜の遺体

があったんです。それを知りまして、こ

れは僕がかわりに死んでもおかしくな

いなと。 

 

森さん 正直に申しあげますけれども、私は

爆心地から 540ｍのところの陸軍の学校に行

っておりました。皆さんご存じと思うけれども、

当時、いまで言えば小学校の 3年から 6年生は

集団疎開をすることが決まっておりました。と

ころが、私の祖母がとても私をかわいがってく

れたものですから、爆弾を浴びて死ぬんだった

ら、もう家族みんなで死のうということで、僕

は行かなかったんです、集団疎開に。ですけど、

学校は困りましてね。だって、僕 1人のために

1人の先生をつけるわけにもいかんし。だから、

どうするかということだったんですけれども、

結局、地元の己斐国民学校に行く（転校する）

からということで私は助かったんですよ。 

司会 集団疎開なさった方は皆さん……。 

森さん 学校に行かなきゃいけないんだけ

れども、その学校を転校したために助かりまし

てね。それで、私が行っていたのは済美（せい

び）国民学校という陸軍の学校ですけれども、

ここは先生と生徒全員亡くなっておりまして、

なぜか 1 人だけアメリカ人の捕虜の遺体があ

ったんです。それを知りまして、これは僕がか

わりに死んでもおかしくないなと。 
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被爆死した米兵がどういう運命に陥っ

たかというのは、あの二千何百枚の原爆

の絵の中に二十数枚ですけど、あったん

です。 

 

それから、捕虜はどういうふうにして死んだ

かというようなことに興味を持ちました。（捕

虜が収容されていたのは）中国憲兵隊司令部と

いうところですけれども、これはすごく立派な

木造だったんですよ。死んだ人はほとんど圧死。

潰れて死んだ。 

そして「原爆の絵」（NHK が 1974 年から 75

年にかけて、被爆者が原爆体験を描いた絵を募

集した）を見ましたら、1945 年 8 月 6 日の朝

10 時、火が回って焼けたと。2025 枚あります

原爆の絵を、私は全部徹底的に見ましたけどね。

いまはだめですよ。いまはマイクロフィルムで

すけれども、当時は全部見れましたから、全部

見ました。 

被爆死した米兵がどういう運命に陥ったか

というのは、あの二千何百枚の中に二十数枚で

すけど、あったんです。一生懸命添え書きをみ

ました。非常にこれは資料として価値が高いと

いうことがわかった。だから、実際にそれをみ

た人の家に行ったり、家が遠い人は電話で聞い

たり、徹底的にやったんですよ。 

そういうことから、自分の運命がもしかした

ら、たまたま転校したから助かったけれども、

僕がこの米兵と同じ運命に陥っていてもおか

しくないなと思ったのが最初。それでこういう

ところに足を踏み込んでいった。 

でも、ここまで徹底的にいろんなことがわか

りましたけれども、こんなことっていいんだろ

うかと。一つだけ言ってあげますよ。 

実は 6月 22 日、（きょうの）2日前ですよ、

捕虜がどういう状態であったかという話を私

聞いたんです。 

司会 たった 2日前に。おおとい。 

森さん 2 日前に。私とオバマ大統領のこと

が海外の新聞などにどうも載ったらしくて。 

司会 出ていました。全世界に配信されまし

たから、あの写真は。 

 

（捕虜は）おそらく生きて帰れない、だ

からせめて自分が生きていたことを両

親に伝えてほしいと、トイレの紙に書い

て（通訳に）渡したそうです。 

 

森さん どうもシンガポールらしいんだけ

ども、世界中から電話なんかあるんですけれど

も、そこから電話がございまして、自分の祖父

が中国憲兵隊司令部の通訳をしていたと。そし

て、そのときの目撃談をぜひアメリカにいる遺

族に知らせたいと。どんなことかと思って、私、

一生懸命聞きました。 

捕虜の尋問というのは厳しいんだそうです

よ。泣きながら、通訳の後ろ、背中に隠れて、

――そのとおりに言いますけれども――自分

はおそらく生きて帰れないだろう、アメリカに

帰りたいけれども、おそらく生きて帰れない、

だからせめて自分が生きていたことを両親に

伝えてほしいと、トイレの紙に書いて渡したそ

うです。ですけど、その通訳さんは、これがみ

つかったら自分はスパイとして処刑される。だ

から、せっかくだけども、あなたが書いた自分

の名前と住所、これを受け取ることはできない。 

私に話をしてくれたのは、その通訳の孫の方

です。おじいさんという捕虜の通訳をした人は

もう亡くなっておりましたけれども、亡くなる

寸前まで、この事実を、いろんなことを自分が

みたり聞いたりしたことをアメリカの遺族に

知らせたかったと、そう言っていましたよ。 

こういうことは、私、いっぱいありましてね。

捕虜の調査というのは、涙、涙、涙ですよ。 

 

私の気持ちを大統領が酌んでくださっ

たに違いない 

 

司会 そうですねえ。心を痛め、自分の心も

同時に痛めないと、こういうことって逆に尋ね

られませんものねえ。 

森さん 手紙にね、涙の跡があるんですよ。
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それも 3 通あった。12 人のうち 3 通が涙の跡

があった。 

そういうことをずっとやってきましたので、

国とかなんとかでなく、個人対個人、私の気持

ちを大統領が酌んでくださったに違いないと、

私はそう思った。だから、その気持ちが、みた

人に伝わったんじゃないかと思って、うれしか

ったですよ。 

司会 その思いというのがやはりアメリカ

にもよくわかって、アメリカ側のほうからの招

待客として森さんが招待されて、オバマさんが

そこで立ちどまって「森さんですか？」という

感じで、あのハグまでいったわけですよね。 

森さん あれね、絶対にああいうことはない

そうですよ。なぜか。多分、護衛上のことだろ

うと思うけれどもね。だけど、シナリオにあっ

たわけじゃない。もうこれ以上のことは言いま

せんけれども。 

司会 一番初めの「明るく、雲一つない朝、

空から死が降ってきた」というところから始ま

ったスピーチですからね。オバマさんの心の中

にやはりそういう思いがすごくあったという

感じがしましたよね。 

森さん だと思います。 

司会 そんなご苦労をアメリカの方たちも、

やっぱりそれだけご苦労なさると、きちんと受

けとめてくださったということですね。 

森さん 最後はね。長かった。それがあまり

にも長かった。でも、僕の真心が通じたと。だ

からうれしかった。誰にも言ったこともないし。

でも、このカートライト博士も最大限、私がや

ったことを褒めてくださった。だから、僕はど

こへ行くにも一緒にこうして（カートライト博

士の写真を示しながら）持ってくるんですよ。 

 

（原爆正当化論は）捕虜の人たちみんな

そう思っています。あれが数日遅かった

ら僕は生きていなかったと、みんなそう

言うんですね。 

 

質問 米軍のほうでは、原爆投下はアメリカ

や日本の人命を救うためにやむを得ない正当

な行為であったという論がいまでも強い。伊吹

さんにお尋ねしたいんですが、元捕虜の人たち

と接触されて、彼らにも原爆投下は正当な行為

であったという見方はいまでも非常に強いん

でしょうか。 

伊吹さん それはもう捕虜の人たちみんな

そう思っています。あれが数日遅かったら僕は

生きていなかったという人が、みんなそう言う

んですね。本当に彼らもぎりぎりのところにい

た。それはもう本当だったのではないかと。私

は敗戦のとき 6歳の人間ですけれども、私、捕

虜の人たちの体験を聞きますと、それは本当に

そうだったんだろうな、としか思えないですね。

アメリカ人だけじゃないです。連合軍捕虜全て

が。 

日本の空襲が激しくなって、そして最後の一

兵まで戦うということで、本土上陸ということ

も考えていたわけですよね。そして、アメリカ

ではそれが 11 月、もう日取りも決まっていた

とか。私、その辺は全く素人で、そういう人の

話を聞いただけですけれども、捕虜の人たちは

確かにそう思っている。それは伝わってきます。 

質問 例外なく。 

伊吹さん 例外ないですね。 

質問 （マイクオフで聴取不可） 

伊吹さん とにかく捕虜たちは日本全国

130 あった捕虜収容所にいて、そして広島の惨

状を全員が見たわけではないです。ただ、（終

戦後、捕虜収容所から解放された後）帰りがけ

に広島へ来て、広島の惨状をみたとき、もう自

分は全て許したと、そういうことも言います。

自分は日本人を全て許したと。 

その当時の日本軍は、「生きて虜囚の辱めを

受けず」と自国の兵にもたたき込んだ、そうい

う軍隊ですよね。ですから、捕虜の人権、これ

も全くないですね。その捕虜扱い――これは例

えば、私、レスター・テニーという人に 2000

年に偶然、保土ヶ谷の捕虜の追悼礼拝で出会っ

たんですけれども、この本（「バターン 遠い

道のりの先に」＝梨の木舎＝）を彼は 1995 年

に書きました。これを私はレスター・テニーに
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もらいまして、そして 4人の教員仲間で翻訳出

版を 2003 年にさせていただいたんですけれど

も、これぜひお読みになってください。 

捕虜の体験、これもぜひ聞いていただきたい。

そうお願いします。これはもう聞いてみないと

わからないことがたくさんあります。そういう

出会いがやっぱり必要なんだと、私、本当に思

うんです。 

質問 現在そういう米軍の捕虜たちが、71

年たって日本に対する感情、感想といったもの

で、どういう点が一番印象として持たれている

か、お伺いしたいと思います。 

伊吹さん 私は、その総会というのは毎年ご

ざいまして、そこへ行くと、そこに集まってい

る人たちの話を聞けるわけですね。ですから、

本当に 4日ぐらい、それで聞く。そういうこと

をやっている方は私以外にもあります。ですか

ら、そういう方たちの書かれたもの、そしてま

た捕虜自身がたくさん本を書いていますね。そ

れももらって読みます。 

例えばこのレスター・テニーは、いわゆる「バ

ターン死の行進」、それをやった人なんです。

捕虜の中に、それはいろいろな人がいます。で

すから、非常に日本人をいまだに憎んで憎しみ

でいっぱいという方もあります。ただ、私はそ

ういう方のお話も聞くのが好きなんです。聞い

ていると、だんだん何というか、心が通じてく

るというところがあります。 

これはシベリアの抑留者の方々とお会いし

ても同じなんですが、そうやって皆さんのお話

を聞いていると、大変明るくなっていらっしゃ

る。来年お会いしたときには、とてもほぐれて

いらっしゃる。本当に一人一人の受けた心の傷

というものがあるんだと思うんですね。私みた

いな全くそんな苦しみを受けたこともない者

だけども、関心を持って聞いてくれる日本人が

いるということだけが彼らの癒やしになる、と

いうふうに感じます。 

そして日本に来て地元の方が出てきてくだ

さる。捕虜たちが骸骨のように濡れそぼって歩

いているのをみて気の毒に思ったとか、トラッ

クの上に全員立ったまま疾走してきて、虚空を

みつめていて、本当に気の毒だったとか、そう

いう目撃を話してくださる。そういう人に会う

と、本当にうれしい顔をなさるんですね。 

さっきおみせした、最後のフェアウェルパー

ティーでの写真だったんですが、あのときみん

なとてもいい顔していたと思いますね。 

 

（オバマ大統領の演説は）単なる口約束

じゃなくて、本当にこの人は自分の生き

ている間、この使命をずっと心に抱いて、

そして世界の平和に貢献される方だな、

とつくづく思いました。 

 

質問 森さんにお尋ねします。オバマ大統領

の広島での演説について、世界的にも賛否両論

あると思うんですけれども、森さんご自身の評

価を教えていただけますか。 

森さん 皆さんはどのようにあの演説を、ス

ピーチをお聞きになったか知りませんけれど

も、私も実は同じようなことをやっていた人間

ですから、この方は本気で取り組んでいらっし

ゃるなと、そう思いましたね。一番関心があっ

たのは自分（森さん本人）に関することをおっ

しゃったところ、2行ですけれども。そのほか

のほうも一生懸命聞きましたよ。すばらしいじ

ゃないですか。そう思われませんか。 

だから、本当に今回、広島へおいでになって

話をされたのは、とてもよかったと、僕は素直

にそう思いましたよ。 

というのは、僕はそんなにたくさんの本を読

んでいるわけではないけれども、彼の演説、チ

ェコの首都ですか、プラハ、それからカイロ、

すばらしい演説をされておりまして、本当に学

ぶところが多い。もしかしたら単なる口約束じ

ゃなくて、本当にこの人は自分の生きている間、

この使命をずっと心に抱いて、そして世界の平

和に貢献される方だなと、つくづくそう思いま

した。すばらしい人だった。そう思いません？ 

皆さん。 

あの演説はすばらしいですよ。皆さん英語で

きるんでしょう。そしたら、あの英語はそう簡

単な口から出まかせの言葉とは全く違います
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よ。そう思われませんか。私にはそう思えた。

すばらしい人間だと。カートライトさんもすご

く立派な人でしたけど、オバマさんもすばらし

い、立派な人だと、そう思いました。 

質問 森さんに伺いたいんですけれども、先

ほども言われていたように、原爆の悲惨さや戦

争の悲惨さを訴えたい思いでいろいろと研究

なさってこられたと思うんですが、いま核兵器

は世界に 1万 5,000 発以上ありまして、その事

実はオバマさんが来ても変わっていないんで

すが、それをどう受けとめられるか。今後どう

すればいいとお考えになるか、教えてください。 

森さん 私は為政者でないので、こういうこ

とを言ったら失礼かもしれないけれども、アメ

リカの大統領というのは、核を動かす立場にあ

る人ですよ。いままで歴代の大統領をみており

ましても、本気で核のことを考えた人というの

はいなかったんじゃないかと、僕はそういうふ

うに思っています。だから、人類の運命を左右

するような、そういうことを意識されているだ

けでもすばらしいのに、それを本気で核廃絶を

しようと思われている方は、やっぱりノーベル

平和賞をもらったのは単なる偶然じゃないと、

私はそう思いましたね。 

だって、ノーベル賞を与えるほうも、やっぱ

り本当に人類のために役に立つようなことを

した人に対してノーベル賞を授与されている

んでしょう。平和に対してはそれほどでもない

人にも与えたようなことを聞きましたけれど

も、オバマさんに対しては間違いなくこれは受

賞する価値のあることを考え、そして今後それ

をいろんな形で実践される方じゃないかと、そ

う思いました。 

司会 ありがとうございました。 

まだまだお話伺いたいんですが、この後、ド

キュメンタリー「Paper Lanterns 灯籠流し」

を上映いたします。1時間ほどのドキュメンタ

リーですので、ぜひ皆さんごらんください。 

揮毫を書いていただいているんですが、森さ

んは「Peace is first」。伊吹さんも「Peace is 

great treasure」とお書きくださいました。あ

りがとうございました。（拍手） 

文責・編集部 

 



5月 18日から 5月 22日米捕虜組織「バターンコレヒドール防衛米兵の会 記念協会（ADBC MS）総会が開か

れ、21日、記者会見当日、ジャン・トンプソン会長にホワイト・ハウスから、5月 27日式典に元捕虜 1名を、と招

待があり、皆喜ぶ。Dan Crowley さんが選ばれ、私も 5月 25日帰京後に同行する手はずとなるが、翌日、キャ

ンセル。一挙に discouraged and depressed とジャン会長よりのメール。 

 

4月 11日、ケリー国務長官の広島訪問を受け、ADBC最後の会長・レスター・テニー氏による記事も同日に掲

載:Kerry's Premature Visit to Hiroshima : Weekly Standard Apr 11: 

  <http://www.weeklystandard.com/kerrys-premature-visit-to-hiroshima/article/2001924> 

ジャン・トンプソン会長のインタビューが、毎日新聞に掲載： 大統領広島へ  ： 反対せず。。。「バターン死の行

進」協会代表 毎日新聞 2016年 5月 18日 14時 00分 

米飛行士捕虜は国家犯罪人と見なされた。WWIでは四国・坂東のドイツ人捕虜処遇にみるように捕虜扱い模範

国だった日本。第 2次大戦では「生きて虜囚の辱めを受けず」と自国兵に叩き込み、民間人にも鬼畜米英のプロ

バガンダで降伏を許さず逃避行に追いやった。この軍隊による捕虜扱いは、Self-Respect にかかわる体験だっ

たと元捕虜たちは言う。1942年 4月 9日、所謂「バターン死の行進」（「日英バイリンガルサイト「捕虜 日米の対

話」参照」の終着点・オドネル収容所長の訓示は「お前たちは犬にも劣る卑怯者。それなりに扱う」（pp114,115

バターン遠い道のりの先に.）帰国したとき、自分は卑怯者と信じていたと思う、とテニーさんは言う。 

英国の元捕虜・ティザリントンさん、またオランダの捕虜・民間抑留者は、2003年東京で、日本政府を相手取る

訴訟を起こし、04年、国家無答責で補償はなし。しかし、事実認定はされ「半分は認められた」とティザリントンさ

ん。各国は自国捕虜に一時金を給付。米捕虜は 2003年 10月、ＳＦ条約ですべて解決済み、訴える権利はない

と米国内で敗訴。「自分の国から 2度裏切られた思い」とレスター・テニー氏は言った。 

上掲のサイトは徳留絹枝 創設・代表。2010年、外務省による米捕虜招へいも、他の連合軍捕虜、英・蘭への

1995年に遅れること 15年、開始され、一応の役目を果たして 2014年末で更新を中止。テニーさんとの出会い

は「捕虜体験」の項、テニーさんの体験に続き、私から彼への応答にあるが、自分の無知への気づきから学びは

始まる。2001年、東京近郊 13の会場でトークと質疑の会をし、約 800人の生徒・学生にテニーさんは会った。

著書を贈られ教員 4人で共同訳。バターン死の行進、大牟田の三井鉱山での石炭掘削。歴史的背景を調査し、

公正な見方で自らの捕虜体験を書いた正確な記録で、米捕虜について欠かせない資料。捕虜のなかには自分

も BDMを体験したと吹聴するケースもあり、テニーさんたちは常に裏付けをとって行動していた。 

現在森さんの著書「原爆で死亡した米兵秘史」の英訳出版プロジェクトが進行中。インターネット出版を編集者た

ちは考えている。事実を正しく調査し、記録するのは鉄則。同時に、森さんと B24 Lonesome Lady号元機長・

Thomas C.Cartwright農学博士（2015年1月突然ご逝去）が、心を砕いてこられたのは、まだご存命のご遺族、

特に未亡人、に余計な苦痛を与えるのは無意味であり、避けたい、という点。自分が責任もてる情報を発信する。

これは大変な努力を要する。国境を超える人間愛のみならず、森さんは真に尊敬に値するヒストリアンである。

真実に基づいて発信・恐るべき残虐な事実を真摯に共有する。心からの同情・自然な謝罪の気持ち、これらを共

有できると、反戦、平和が力ある行動となる。戦争の実態に無関心な政治家が多い中、国境を越えた一般市民

同士の繋がり、いまはそれに希望を見出す。友情は最上の防御と信じたい。  [ Ibuki614@gmail.com ] 

http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/newsroomtokyo/aired/20160219.html（NHKワールド 2016年 2月 19） 

http://www.weeklystandard.com/kerrys-premature-visit-to-hiroshima/article/2001924
http://mainichi.jp/ch160505981i/%E7%B1%B3%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98%E5%BA%83%E5%B3%B6%E3%81%B8
mailto:Ibuki614@gmail.com
http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/newsroomtokyo/aired/20160219.html（NHKワールド2016年2月19


From Mr. Barry Frechette 
 

I wanted to say a word of thanks to all of you for coming to the screening of “Paper 
Lanterns”. I wish I was there with you in person.  But please know that I am, as well 
as everyone involved in creating it, are there in spirit.  It is an honor to share this story 
with all of you.   
 
When we set out to create this film, it was to document a story that few have known. 

It’s themes are familiar, but the details of this story make it so different.  It’s a story 
about the terrible consequences of war, and the human toll that it takes on both sides of 
any conflict.  But, it is also a story about what one person can do, to make a difference.  
What happens when someone shows compassion to another human, even in the most 
unexpected circumstances.   
 
  When I think of what the Mori’s have done for the spirits and memories of 12 
American POWs, I am reminded of a quote by Albert Pike: 
“What we have done for ourselves alone dies with us; what we have done for others and 

the world remains and is immortal.” 
 
On May 27th, President Obama became the first sitting President to visit Hiroshima.  

In the beautiful afternoon sun, Mr. Mori and the President embraced.   I took great joy 
in knowing that what the Mori’s have done for others, and the memories of 12 American 
POWs, will be immortal.    
 
This article was one of the reasons I decided to create this film.  After understanding 

the story of Normand Brissette, from his best friend, and the Normand’s family, I came 
across this article in Stars and Stripes.  It told the story of Mr. Mori, and showed a 
picture of him visiting with the grandson of Harry Truman.  I was captured by what 
that meeting represented and captured by what Mr. Mori had done.  And could not 
understand why the rest of the world did not know.    
That is why we did it.  

Our humble thanks,  
 
Barry, Carolyn, Max, Chad, Mai, Peter, and the entire Paper Lantern Family 
http://www.stripes.com/news/unlikely-duo-meets-to-remember-hiroshima-victims-1.185
001 



【バリー・フレシェット監督のメッセージ】 

 

「Paper Lanterns 灯籠流し」の上映会にお越しになった皆様に、一言お礼を申し上げま

す。私自身もこの場にご一緒したい気持ちでいっぱいです。私も、この作品の制作に携わ

ったチームの全員も、想いはこの会場で皆様と共にあります。この物語をみなさまと共有

できるのは大変名誉なことです。 

 

作品制作に乗り出したのは、ほとんど世に知られていない事実を記録するためでした。

作品のテーマの数々は身近なものでした。しかし具体的な詳しい内容となると制作活動は

困難なものになりました。これは戦争が引き起こす恐ろしい結果の物語、いかなる紛争で

も双方にもたらされる人的被害の物語です。それと同時に、ひとりの人間がどれほどの変

化を起こせるか、ひとりの人間にどれだけのことができるか、の物語でもあります。ある

人間が別の人間に深い憐み、同情を持ったとき、どうなるか、何が起こるのか。全く予想

を超えた状況下でも、それは起きるのです。 

 

12 人のアメリカ人捕虜の魂と彼らの想い出。そのために森さんと夫人がなさった事を思

うとき、アルバート・パイクのことばが浮かびます。 

 「自分だけのためにした事は、自分と共に死ぬ。他者のため、そして世界のためにした

事は残り、滅びることはない。」 

 

5 月 27 日、オバマ大統領は現役大統領としては初めて、ヒロシマを訪れました。美しい

午後の光のなか、森さんと大統領は抱擁しました。森さんが他者のためになさったこと、

そして 12人のアメリカ人飛行士捕虜たちの想い出のためになさったこと。これが永遠に残

り滅びることがないとわかったのは大きな喜びでした。 

 

この映画を作る決心に至った理由のひとつが、ここに示す記事です。ノーマンド・ブリ

セットについて、彼の親友と家族を通して知った後、私は星条旗新聞のこの記事を知りま

した。森さんについての話、またハリー・トルーマン大統領の孫の訪問の写真がありまし

た。この二人の出会いが意味するものに、そして森さんのなさった事に、私は心を奪われ

ました。なぜ、世の中の他の人々はこれを知らないのか、理解できませんでした。それで、

私たちはこの映画を作ったのです。 

http://www.stripes.com/news/unlikely-duo-meets-to-remember-hiroshima-victims-1.185001 

 

謙虚に感謝をこめて、 

バリー、キャロライン、マックス、チャド、麻衣、ピーター そして Paper Lanternsファ

ミリー全員より 



Paper Lanterns 灯籠流し チーム 041216 国際文化会館 

         

後列左：バリー・フレシェット監督、ピーター・グリリ・プロジューサー、チャド・キャンノン音楽、

マックス・エスポジト哲学監督、前列右：藤沢麻衣、森重昭＆佳代子、伊吹由歌子・日米の連絡担当 

Barry Frechette: 大叔父 Edieさんがノーマンド・ブリセットの親友、トルーマンの孫が広島にきて、元

憲兵隊司令部跡地のビルに森さんが掲げた米飛行士捕虜記念銘板を訪れる写真を見て森さんと会う。 

Peter Gllili：３歳から１７歳日本：ボストンー日本協会名誉会長：日本語堪能・人脈多い 

藤沢麻衣：http://ameblo.jp/sing-mai/ 終局の作詞・歌唱、宮崎駿・ハリー・ポッター最終編の歌手 

Chad Cannon：http://www.chadcannonmusic.com/ 日本で３年留学・日本語堪能 

Max Esposito:  https://vimeo.com/43006564 （バリーさんが発見し出会いとなったマックスの作品） 

2012年 8月 6日星条旗新聞： http://www.stripes.com/news/unlikely-duo-meets-to-remember-hiroshima-victims-1.185001 

 

ダン・クローリーさんとケリー夫人   榛名高角砲手・近藤さんとラルフ・ニールさん 

2014年来日 パラワンで飛行場建設。彼は日本に送られたが、約 150人がレイテを目指す米艦隊がパラ

ワンにくると誤解した収容所長により防空壕に入れられ火を放ち焼殺された。真っすぐな人柄。 

http://ameblo.jp/sing-mai/
http://www.chadcannonmusic.com/
https://vimeo.com/43006564
http://www.stripes.com/news/unlikely-duo-meets-to-remember-hiroshima-victims-1.185001

